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会
員
の
皆
さ
ん
、
お
元
気

に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
の
定
期
総
会
・
交

流
会
は
、
左
記
の
と
お
り
七

月
八
日（
土
）の
開
催
に
な
り

ま
し
た
。

　

暑
い
時
期
に
な
り
ま
す
が
、

同
窓
、
友
人
な
ど
お
仲
間
を

お
誘
い
の
う
え
、
ご
参
加
下

さ
い
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
は
約
二
五
〇
名

が
参
加

　

昨
年
の
総
会
・
交
流
会
は
、

七
月
二
日（
土
）に
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
会
員
と
町
関
係

者
、
来
賓
の
方
々
を
含
め
ま

し
て
約
二
五
〇
名
の
方
に
ご

参
加
を
頂
き
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
前
年
度
の
活

動
報
告
、
今
年
度
の
活
動
方

針
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
交
流

会
で
は
、
深
浦
産
の
「
サ
ザ

エ
」「
マ
グ
ロ
」「
ア
ン
コ
ウ

の
と
も
和
え
」
な
ど
、
普
段

で
は
味
わ
え
な
い
よ
う
な
郷

土
料
理
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
ふ

る
さ
と
大
使
」
で
も
あ
り
ま

す
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
所

属
の
民
謡
歌
手
、
藤
田
周
次

郎
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
最

後
に
、
故
郷
の
「
深
浦
牛
」

や
「
鮮
魚
セ
ッ
ト
」
な
ど
が

当
た
る
大
福
引
大
会
が
開
催

さ
れ
、
最
後
ま
で
盛
り
上
が

　
「
深
浦
会
東
京
」
の
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

平
素
よ
り
ふ
る
さ
と
深
浦
町

へ
の
御
支
援
・
御
協
力
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
二
五
回
定
期
総
会
・
交

流
会
が
本
年
も
七
月
八
日

（
土
）
品
川
総
合
区
民
会
館

「
き
ゅ
り
あ
ん
」
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
深
浦
会
東

京
は
町
の
ふ
る
さ
と
会
と
し

て
、
都
市
住
民
と
の
相
互
交

流
・
情
報
交
換
等
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

定
期
総
会
で
は
首
都
圏
で
暮

深
浦
会
東
京
の
定
期
総
会
に
寄
せ
て
興
、
③
子
育
て
支
援
の
更
な

る
充
実
、
④
地
域
医
療
の
充

実
と
障
が
い
者
・
高
齢
者
の

生
き
が
い
活
動
の
支
援
、 

⑤
商
工
・
観
光
産
業
の
振
興
、

⑥
交
通
体
系
の
整
備
促
進
、

⑦
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、

⑧
財
政
の
健
全
化
の
八
本
の

政
策
の
柱
を
中
心
に
渾
身
の

努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

当
町
の
財
政
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
二
七
年
度

一
般
会
計
決
算
に
お
い
て
、

八
年
連
続
で
黒
字
決
算
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
町
の
歳
入
の
半
分
以
上

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
、

町
村
合
併
に
よ
る
特
例
期
間

の
終
了
に
よ
り
、
段
階
的
に

削
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
更
な

る
行
財
政
改
革
に
努
め
、
引

続
き
財
政
健
全
化
を
目
指
す

と
と
も
に
、「
生
き
が
い
と

活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
」
に

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会

り
ま
し
た
。

今
年
も
「
東
京
の

深
浦
祭
り
」
へ

　

今
年
の
開
催
は
、
会
場
の

関
係
も
あ
り
七
月
八
日（
土
）

に
な
り
ま
す
が
、
例
年
ど
お

り
深
浦
直
送
の
「
サ
ザ
エ
」

「
マ
グ
ロ
」
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
郷
土
料
理
を
ご
用
意

す
る
予
定
で
す
。
深
浦
町
か

ら
も
吉
田
町
長
・
工
藤
町
議

会
議
長
を
始
め
、
多
数
の
町

関
係
者
が
出
席
予
定
で
す
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
い
ろ

い
ろ
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど

う
か
皆
さ
ん
で
お
互
い
に
声

を
掛
け
あ
い
、
少
し
で
も
多

く
の
方
に
ご
参
加
頂
き
、
会

を
盛
り
上
げ
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
隊

と
し
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
も
、
町
か

深
浦
町
長　
吉
田
　

満
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ら
す
出
身
者
が
こ
の
会
で
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
同
郷
の

絆
を
深
め
、
仕
事
や
暮
ら
し

の
中
で
潤
い
や
生
き
が
い
を

感
じ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
の
交
流
会
は
二
五
〇

名
を
超
え
る
会
員
や
深
浦
町

民
が
参
加
し
、
恒
例
の
郷
土

料
理
が
振
舞
わ
れ
、
町
の
特

産
品
の
販
売
や
特
産
品
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
、
ま

た
、
民
謡
歌
手
の
藤
田
周
次

郎
シ
ョ
ー
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

盛
会
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

今
回
も
多
数
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
皆
様
方
か
ら

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に

お
い
て
、
御
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一
昨

年
に
制
度
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
返
礼
品
を
数
多
く
揃
え
た

こ
と
も
あ
り
、
昨
年
は
一
昨

年
の
約
三
倍
の
寄
附
件
数
と

な
る
七
〇
〇
件
近
く
の
御
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
「
ふ

る
さ
と
深
浦
町
」
を
御
支
援

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
一
月
の
町

長
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の

皆
様
か
ら
力
強
い
ご
支
援
と

ご
厚
情
に
よ
り
、
引
続
き
町

政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
、
一
二
月
二
一

日
、
三
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。
公
約
に
掲
げ

ま
し
た
「
生
き
が
い
と
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向

け
て
①
農
業
の
振
興
・
経
営

の
安
定
化
、
②
水
産
業
の
振
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今
年
も「
東
京
の
深
浦
祭
り
」に

　
　
　
　
ご
参
加
を
! !

深
浦
会
東
京　
会
長　
吉
田
文
雄

第
25
回
定
期
総
会
・
交
流
会
に
寄
せ
て

ら
の
お
礼
の
品
が
拡
充
さ
れ
、

従
来
よ
り
寄
付
件
数
が
一
昨

年
の
三
倍
に
増
え
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご

協
力
・
ご
支
援
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ま
た
、
深
浦
町
に
は
、
従

来
よ
り
大
好
評
の
「
つ
る
つ

る
わ
か
め
」
の
他
「
深
浦
マ

グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
」「
ザ
・

深
浦
マ
グ
ロ
カ
レ
ー
」「
ふ

か
う
ら
雪
人
参
」
の
ジ
ャ
ム
、

ジ
ュ
ー
ス
、
ゼ
リ
ー
等
た
く

さ
ん
の
海
の
幸
・
山
の
幸
が

あ
り
ま
す
。
会
と
し
て
、
少

し
で
も
町
に
貢
献
す
べ
く
Ｐ

Ｒ
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す

の
で
、
当
日
の
物
産
コ
ー

ナ
ー
で
の
購
入
を
含
め
て
、

引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

深
浦
中
学
校
生
の
職
場

訪
問
に
ご
協
力
を
!!

　

今
回
で
二
回
目
に
な
り
ま

す
が
、
深
浦
中
学
校
の
生
徒

さ
ん
達
が
修
学
旅
行
で
上
京

し
た
折
に
、
深
浦
町
出
身
者

が
勤
務
す
る
職
場
を
訪
問
す

る
と
い
う
事
業
が
昨
年
の
九

月
二
八
日（
水
）に
六
事
業
所

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
中
学

校
の
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ん
で

頂
い
て
お
り
ま
す
。（「
深
浦

会
東
京
だ
よ
り
」
裏
面
を
参

照
）。

　

今
年
度
も
九
月
二
七
日

（
水
）に
実
施
さ
れ
る
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
職
場
訪

問
を
受
け
い
れ
て
下
さ
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
事
務
局
の
方
に

ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
一
人
で

も
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
頂

き
「
深
浦
祭
り
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
が
、
元
気
と
活
力
を
持
ち

帰
っ
て
頂
け
る
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。

今
年
も
み
ん
な
来
て
け
れ
! !

情
勢
下
に
お
け
る
深
浦
町
の

基
幹
産
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ま
ず
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
三
〇
年
か
ら
は
、
米
の

直
接
支
払
交
付
金
が
廃
止
さ

れ
る
と
と
も
に
、
行
政
に
よ

る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
も

廃
止
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
農

地
の
集
積
化
を
図
り
、
経
営

所
得
安
定
対
策
を
活
用
し
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
経
営

を
指
導
し
て
参
り
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

漁
港
・
漁
場
等
の
環
境
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
天
然

資
源
依
存
型
の
漁
業
か
ら
栽

培
漁
業
・
資
源
管
理
型
漁
業

へ
の
積
極
的
な
展
開
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
事

業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
六
月

に
サ
ー
モ
ン
中
間
養
殖
場
整

備
工
事
に
着
工
し
、
北
金
ヶ

沢
漁
港
多
機
能
静
穏
域
に
設

置
し
た
生
簀
で
は
海
面
養
殖

試
験
を
進
め
て
お
り
、
サ
ー

モ
ン
養
殖
事
業
が
も
た
ら
す

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を

認
識
し
な
が
ら
、
引
続
き
積

極
的
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、
マ
グ
ス
テ

丼
の
専
門
店
と
し
て
深
浦
町

役
場
マ
グ
ス
テ
食
堂
を
開
業

し
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ

こ
と
も
あ
り
、「
深
浦
マ
グ

ロ
ス
テ
ー
キ
丼
」
が
昨
年
一

〇
月
末
で
一
四
万
食
を
達
成

す
る
な
ど
、
当
町
に
大
き
な

経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
三
一
回
目
と
な
る

「
津
軽
深
浦
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

ま
つ
り
」
は
、
新
た
に
「
深

浦
牛
」
を
加
え
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

五
回
目
と
な
る
北
金
ヶ
沢

の
大
イ
チ
ョ
ウ
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、「
ビ
ッ
グ
イ
エ

ロ
ー
」
な
ど
、
オ
ン
シ
ー
ズ

ン
の
観
光
に
関
し
て
は
総
じ

て
堅
調
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
引

続
き
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
の
保
健
・
医
療
・
福
祉

関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
三
〇
年
か
ら
は
新
た
な
診

療
所
、
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
及
び
医
師
住
宅
か
ら
な

る
深
浦
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
在
宅
医
療
の
充
実
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
総
合
的

な
地
域
医
療
体
制
が
確
立
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
へ
の
移
住
・

定
住
の
促
進
及
び
子
育
て
支

援
並
び
に
町
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
岩
崎
地
区
に
定
住

促
進
住
宅
を
整
備
し
ま
し
た
。

引
続
き
深
浦
地
区
・
北
金
ヶ

沢
地
区
へ
の
整
備
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
七
月
八

日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
す
定

期
総
会
・
交
流
会
で
は
多
数

の
会
員
の
皆
様
と
再
会
し
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
せ
る
こ

と
を
期
待
し
、
深
浦
会
東
京

の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
の

皆
様
方
の
御
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

近藤歌手と「深浦マグロボーイズ＆バックダンサーズ」の皆さん

郷土料理に舌鼓

第24回の
定期総会・
交流会風景

第24回の
定期総会・
交流会風景

深浦特産品の販売風景

民謡歌手 藤田周次郎ショー

大福引大会
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圓
覚
寺
本
尊
ご
開
帳
記
念
の
お
知
ら
せ

１．年会費納入のお願い

　年会費を未納の方は大変申し訳ございませんが、平成29年度分の年
会費2,000円のお振込みをお願い致します。昨年度は170名余の方から
お振込みを頂いております。振込手数料は当会が負担致します。
　尚、総会・交流会にご出席の方は、今回、振込用紙を同封しており
ますが、振り込まないで、当日会場にてお支払いをお願い致します。
　詳しくは事務局にお問い合せ下さい。

２．「広報ふかうら」購読申し込みご希望の方へ

　深浦町で毎月発行しております。ふるさとの情報がいっぱいで会員
には大好評です。購読希望の方は年間購読料2,000円（送料込）をお
振込み下さい。振込手数料は当会が負担致します。
　尚、既に今年度分（平成29年度分）の購読を申込済の方は、今回、
振込用紙を同封しておりますが振り込まないようにして下さい。
　詳しくは事務局にお問い合せ下さい。

３．会員名簿の整理を進めております

　宛先の住所、氏名等に間違いがある方は、申し訳ありませんが、事
務局までご連絡をお願い致します。
【事務局（松尾）：電話 03（3418）0914】

４．名簿提出のお願い

　同期会、同窓会等の名簿がありましたら、皆さんにご案内を致しま
すので、事務局までお送り下さい。

事 務 局 か ら で～す。平成29年度　深浦町の主なイベント（観光関連）の開催日程
開催予定日 イ ベ ン ト 内 容

4 月 1 日（土）
●五能線「リゾートしらかみ」開業20周年記念イベント

1997年 4 月 1 日に秋田新幹線開業とあわせて運転を開始したリゾー
トしらかみの記念イベント

4 月13日（木）
●白神十二湖山開き（安全祈願祭）

白神山地の麓「十二湖」を訪れる観光客の安全祈願と、深浦の観光
スタートを PR するイベント

5 月20日（土） ●新緑「春の33湖」めぐり
新緑の十二湖地内、33湖の湖沼を巡るトレッキング

6 月24日（土）
●第２回つがる日本海お魚大漁まつり

津軽日本海沿岸の漁協が合同で行うイベント。鮮魚や水産加工品、
漁師料理等の販売、各種ステージイベントで大変な賑わいです

7 月13日（木） ●夕陽海岸ふかうら海開き（安全祈願祭）
夕陽海岸を訪れる観光客の安全祈願

8 月14日（月）
　　15日（火）

●津軽風待ち湊ふかうらヤットセ
浴衣の着用と深浦小唄の総踊りを柱とした真夏のイベント

9 月 9 日（土）
　　10日（日）

●あおもり深浦牛BBQまつり
ウェスパ椿山まつりと、あおもり深浦牛という深浦町のブランド牛
を使用したバーベキュー祭り

10月21日（土） ●紅葉「秋の33湖」めぐり
紅葉の十二湖地内、33湖の湖沼を巡るトレッキング

10月21日（土）
　　22日（日）

●第32回津軽深浦チャンチャンと深浦牛まつり
豪快な鮭と深浦牛の鉄板焼き

11月 9 日（木）
　~28日（火）

●日本一の大イチョウライトアップ「ビッグイエロー2017」
国指定天然記念物「北金ヶ沢の大イチョウ」をライトアップする、
迫力の黄葉美！

2 月 3 日（土）
　　10日（土）
　　17日（土）
　　24日（土）

●第24回グルメ inふかうら
真冬の日本海で水揚げされた鮮度抜群の食材の数々や地酒を堪能

（深浦町観光課）

　
　

訃　
報　

深
浦
会
東
京 

元
副
会
長

久
慈 

諭
吉 

氏

（
く
じ
・
ゆ
き
ち
＝

　
　

北
金
ヶ
沢
出
身
）

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ

本
年
の
一
月
一
八
日
、

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
七
十
八
歳

こ
こ
に
慎
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

連
絡
先

　

深
浦
会
東
京
事
務
局

　

前
号
の
「
深
浦
会
東
京
だ

よ
り
」（
第
三
三
号
）
に
投

稿
し
て
頂
き
ま
し
た
、
山
谷

芳
弘
画
伯
が
、
昨
年
の
一
二

月
七
日
か
ら
一
二
日
ま
で
、

松
屋
銀
座
マ
ロ
ニ
エ
通
り
館

に
て
個
展
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

東
京
で
の
開
催
は
七
年
ぶ

り
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
京

都
で
は
毎
年
開
催
し
、
国
外

で
も
開
催
す
る
こ
と
が
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
は
、
山
谷
先
生
か
ら

ご
案
内
を
頂
き
、
当
会
か
ら

吉
田
会
長
、
松
尾
副
会
長
、

角
谷
副
会
長
、
私
（
福
長
）

の
四
名
で
拝
見
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

ど
の
作
品
も
、
自
由
奔
放

で
、
詩
情
の
溢
れ
る
表
現
は

見
る
者
の
心
を
捉
え
、
我
々

に
つ
よ
い
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

　

今
度
、
開
催
さ
れ
る
時
に

は
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご

覧
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。幹

事　

福
長
ゆ
き
よ

（
山
谷
先
生
の
小
学
校
時
代
の
教
え
子
）

（前列）右から吉田会長、山谷画伯、松尾副会長
（後列）右から福長幹事、角谷副会長

深
浦
町
立
深
浦
中
学
校 

校
長 　

吉
田
英
人

ふ
る
さ
と
深
浦
を
知
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

～
修
学
旅
行
で
深
浦
町
出
身
の
先
輩
の
職
場
を
訪
問
～

　

近
年
の
社
会
環
境
の
変

化
、
産
業
・
経
済
の
構
造
的

変
化
、
雇
用
の
多
様
化
・
流

動
化
等
に
加
え
、
深
浦
町
が

抱
え
る
過
疎
化
、
高
齢
化
等

の
課
題
が
、
子
ど
も
た
ち
の

将
来
の
と
ら
え
方
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

理
想
と
す
る
モ
デ
ル
が
見
つ

け
に
く
く
、
希
望
あ
ふ
れ
る

夢
を
描
く
こ
と
も
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
変
化

す
る
社
会
環
境
の
変
化
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
が
希
望
を

も
っ
て
、
自
立
的
に
未
来
を

切
り
拓
い
て
生
き
て
い
く
た

め
に
は
、
社
会
の
激
し
い
変

化
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
直
面
す
る
で
あ

ろ
う
様
々
な
課
題
に
柔
軟
か

つ
た
く
ま
し
く
対
応
し
、
社

会
人
と
し
て
自
立
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
深
浦
中

学
校
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
故
郷
に
誇
り
を
持
ち
、

多
様
性
を
尊
重
し
、
創
造
力

豊
か
で
、
新
し
い
時
代
を
主

体
的
に
切
り
拓
い
て
い
け
る

よ
う
、
望
ま
し
い
キ
ャ
リ
ア

発
達
を
促
す
た
め
に
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
授
業
実
践
や
各
種
行
事

の
工
夫
は
も
と
よ
り
、
一
・

三
年
時
に
は
地
域
の
事
業
所

の
ご
協
力
の
下
、
三
日
間
に

　

昨
年
の
九
月
二
八
日
に
第
二
回
目
と
な
る
深
中
生
の

町
出
身
者
の
職
場
訪
問
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の（
株
）フ
ォ
ト
ロ
ン
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト（
株
）

の
他
、
今
回
は
、
岡
三
証
券（
株
）、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板（
株
）、

ユ
ニ
オ
ン
映
画（
株
）、「
天
ふ
ね
」
が
加
わ
り
、
六
事

業
所
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

深
浦
中
学
校
で
は
、
本
年
度
も
九
月
に
職
場
訪
問
を

実
施
予
定
で
す
の
で
、
職
場
訪
問
を
受
入
れ
て
下
さ
る

方
は
ぜ
ひ
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

わ
た
る
職
場
体
験
活
動
な
ど

様
々
な
体
験
活
動
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
は
深

浦
会
東
京
の
役
員
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
二
年
生
が

修
学
旅
行
の
中
で
、
先
輩
が

働
く
職
場
を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

各
班
に
別
れ
て
先
輩
の
働

く
職
場
を
訪
問
し
、
仕
事
に

関
す
る
説
明
や
ふ
る
さ
と
へ

の
思
い
な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、「
先
輩
の
お
話
は
、

と
て
も
た
め
に
な
っ
た
。」

「
忙
し
い
中
、
私
た
ち
の
た

め
に
時
間
を
作
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
た
か
っ
た
。」「
僕
も

東
京
で
働
い
て
み
た
い
と

思
っ
た
。」
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
将
来
の
自
分
の

イ
メ
ー
ジ
や
先
輩
の
あ
り
が

た
さ
、
ふ
る
さ
と
深
浦
町
の

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
感
想

が
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
に
、
岡
三

証
券
㈱
、
ユ
ニ
オ
ン
映
画
㈱
、

天
ふ
ね
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板
㈱
東

日
本
製
鉄
所
の
四
箇
所
を
加

職場訪問

　

深
浦
の
観
音
様
（
春
光
山

圓
覚
寺
の
本
尊
・
十
一
面
観

世
音
菩
薩
像
）
は
聖
徳
太
子

作
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
大
同

二
年
（
八
〇
七
）
に
征
夷
大

将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
が
蝦
夷

征
伐
の
際
、
鎮
護
国
家
の
誓

願
に
よ
り
、
こ
の
地
に
観
音

堂
を
建
立
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

厨
子
の
扉
が
開
か
れ
る
ご

開
帳
と
い
う
大
祭
が
、
三
三

年
毎
に
行
わ
れ
ま
す
。
次
回

は
、
平
成
三
〇
年
七
月
一
七

日
か
ら
三
一
日
ま
で
本
尊
ご

開
帳
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

来
年
に
な
り
ま
す
が
、
三
三

年
に
一
度
の
ご
開
帳
で
す
の

で
、
是
非
ご
都
合
を
つ
け
て

お
参
り
下
さ
い
。

　

ネ
ッ
ト
で
「
春
光
山
圓
覚

寺
」
で
検
索
い
た
し
ま
す
と

詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

伊藤政貴さんの職場（フォトロン）

嶋元 宏さんの職場（JFE鋼板）

西﨑修治さんの職場（ライフサポート）

佐藤完示さんの職場（ユニオン映画）

永谷 亘さんの職場（岡三証券）

福澤広光さんの職場（天ふね）

え
、
計
六
箇
所
の
職
場
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
の
取
り
組
み
は
今
後

も
継
続
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

深
浦
出
身
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
の
修
学
旅

行
は
、
九
月
二
六
日（
火
）～

二
九
日（
金
）の
四
日
間
で
、

先
輩
の
職
場
訪
問
は
九
月
二

七
日（
水
）の
午
前
中
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）　

◆
深
浦
町
立
深
浦
中
学
校

〇
一
七
三
―
七
四
―
二
〇
五
四

◆
深
浦
会
東
京
事
務
局

〇
三
―
三
四
一
八
―
〇
九
一
四

※�

吉
田
校
長
は
、
四
月
の
人

事
異
動
で
五
所
川
原
市
教

育
委
員
会
に
転
任
に
な
り

ま
し
て
、
後
任
に
は�

今 

胤
志
（
つ
ぐ
し
）
が

校
長
と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
。

山
谷
画
伯
が
銀
座
で
個
展
を
開
催

山
谷
画
伯
が
銀
座
で
個
展
を
開
催


